
お
腹
も
空
い
た
と
こ
ろ
で
菊
正
吹
っ
飛
び
ま
し
だ
よ
。

|畠／
▽駅弁でデイト 新神戸1１ ．’｜’｜’’

ＳＨＩＮ－Ｋ６ＢＥＳＨＩＮ－Ｋ６ＢＥ

西明石｜新大阪西明石｜新大阪

一
杯
の
ん
で
あ
つ
だ
ま
ろ
う
ネ
謹
詫
崎
種
蝿
の
酒
処
を
尋
ね
て

．
一
一
月
の
ラ
フ
カ
ッ
プ
ル
は
今
月
の
カ
ッ
プ
ル
は
カ
メ
ラ

森
田
純
三
さ
ん
へ
カ
メ
ラ
マ
ン
〉
マ
ン
の
森
田
さ
ん
と
正
木
さ
ん

正
木
千
恵
子
さ
ん
〈
家
重
伝
〉
日
頃
写
す
仕
事
だ
け
に
被
写
体

満
腹
に
な
っ
た
ら
吐
善
陀
業
罷
準
雛

回
東
灘
・
酒
造
場
め
ぐ
り

百
年
以
上
も
経
つ
木
樗

場
へ
。

が
象
徴
的
で
す
．
付
近
全
体
に
イ
を
仲
良
く
順
張
り
お
腹
一
杯

屋
吉
末
″
の
古
い
だ
た
す
ま
い
た
も
の
で
文
化
財
保
存
で
す
。

業
天
保
三
年
の
和
菓
子
屋
些
虎
き
に
建
造
し
た
酒
蔵
を
移
築
し

山;松風ルやぶしやぶ弁当1,00 0円
問麗寿し･ ･ ･‘･………･…5 0 0円

お
酒
の
匂
い
が
プ
ー
ン
と
漂
い
キ
ュ
ー
ッ
と
飲
ん
だ
ら
雲
一
さ
も

朗
ら
か
な
美
人
で
す
ね
。
宗
酒
造
｛
亜
志
館
で
お
弁
当
。
本

か
ら
、
魚
崎
の
楼
正
崇
の
酒
造
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
弁
当
〃
松
風
〃

と
な
っ
て
森
田
さ
ん
は
大
照
れ

正
木
さ
ん
は
笑
顔
の
絶
え
な
い

阪
神
御
影
の
浜
側
に
あ
る
創
嘉
納
家
が
酒
造
業
を
創
め
だ
と

一
月
は
一
任
Ｉ
中
で
玉
望
言
い

《瓢

創
業
天
保
３
年
の
言
虎
屋
吉
末
」

戸駅･ 新神戸駅お弁当の

裡
正
宗
の
酒
造
場
で

と
鯛
寿
し
、
そ
れ
に
シ
ュ
ー
マ

巨富頚M，

この樽一杯は二人でも無理ネテレックス5 6 2 2 - 6 0 9
ノ

〒6 5 O 神戸市生田区相生町２
壷( 0 7 8 ) 3 5 1 - 1 6 8 2 （イロハニ）

号義銘雇
、

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



『

Ｌ

ＫＯＢＥｅＩＩＤＡＩＢ
北野町の坂道のほと

このサロンか

¥ なサロン神戸時代
恩っています

りにある目立たない小さ
ら新しい時代の波をと思

S A L ○Ｎ＆G A L L E R Y

神戸時代
神戸市生田区中山手通１丁目２８
モンシャトーコトブキビル１Ｆ
ＴＥＬ２４２－３５６ワ

松谷武判展オープニングパーティより（１１．１１３Ｈ）

２月のギャルリーご案内

岩 烏雅彦展
２月１日－１５日
パリ帰りの神戸っ子。悲しいまで

■勺

に美しい人形の絵など岩島雅彦の世界をお届けし
ます。お誘い合せの上ご高覧下さいませ。

１

可

型
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湘醐ＧＯＫ
フ§ク東店

、／
フック花隈店についてのご挨拶

( ５月初めオープンの予定）
〃

Ｌ

“光陰如矢、日月如峻' ’と申しますが、月日が経つのは
速いもの、私共フック東店が栄町にオープンしてからは
や1 0 年余りになりました。
日夜､ " 落着いた雰囲気で美味しいお料理を召し上って

いただく店に”と心を砕いてまいりましたが、こんにちま
で続けられましたのはひとえにｒ小さな店_ ' としてご愛顧い
ただきました皆様のおかげと心から感謝致しております。

一
読
一
読

『
Ｉ
群
！
醇

一
》
鋤

この度、花隈ダイヤハイツ（１日治作跡）一階に新しく
花隈店を計画致しました。風薫る撤葉の初夏にはお目に
かかれると存じます。東店の延長として、よりリラック
スなムード、より親しみ易い気持でご利用いただける日
を楽しみにしております。岩田正崇

午前1 1 時～午後９時3 0 分まで
日曜･祝祭日は正午～9時3 0分
神戸市生田区栄町１－５－３
ＴＥＬ（0 7 8）3 2 1 - 3 2 0 7～８

ビーフステーキの店

劃畦

鶴 空目

垂
一

屋雰１，－－－審一」

畠孟二三÷坐勇二

塗蕊揃
鯉J 常隷調 測1１

画罰

識Ｉ謎

管i塾f筆
Ｉ
塾５
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■

悪

端

|･Ｉ

で結ぶバア8 チェーン……………

pU M 1 M i J I T S U B Y口ＧＲ□UＰ

iー

己
〆
’

白いピアノとバニーが微笑む
γ
・
ＵＢ

－⑧

･難・
陽気で楽

･※‘
グランドパブ三宮店
阪急三宮駅西口前コトプキ三宮
ビルＢ１念0 7 8 - 3 9 1 - 5 7 6 2

グランドパプ、阪急西口店
阪急三宮駅西口前レインボー
ブラザビル５Ｆ垂0 7 8 - 3 3 2 - 1 0 5 7
バブロイヤル三宮店
阪急三宮駅西口前レインポー
プラザビル５Ｆ五0 7 8 - 3 3 2 - 1 2 5 1

唾同 ;尾響

。
。

ロ
⑥
ロ
⑥

、｡、
しいロンドンバブリう､ 蛾

●

灘i蕊 。可

戸 逼盈昼廻り’

･ 王乃花芽通§
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も
の
。
日
本
酒
は
剣
菱
、
菊
正
宗
、
郵

白
鹿
を
置
い
て
い
る
し
、
も
ち
ろ
ん

１「 灘の郷｡ 酒どころ･ 味どころ
酒房民芸スタンド

簾圭稔
さんちか味ののれん街皇宮・二映山側カジノ上る

揃
い
、
好
き
な
銘
柄
を
選
ん
で
飲
め

雪
、
忠
勇
、
日
本
盛
、
白
鹿
、
白
鶴
、

店
。
大
関
、
菊
正
宗
、
樺
之
鶴
、
白

店
と
い
え
ば
、
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ

ん
街
に
あ
る
「
灘
」
は
ぴ
っ
た
り
の

が
、
さ
ん
こ
う
べ
に
は
「
灘
寿
し
」

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
て
ん
ぷ
ら
や
お

月
桂
冠
と
い
っ
た
灘
の
酒
が
一
堂
に

や
れ
る
安
く
て
お
い
し
い
小
締
脳
な

る
の
が
嬉
し
い
。

で
ん
の
定
食
を
頬
張
る
女
性
客
も
多

午
後
五
時
ｌ
午
前
零
時
、
祭
日
体
、

店
の
ス
タ
ン
ド
「
紀
代
」
（
東
門
筋
、

は
二
十
年
こ
の
方
、
店
内
に
飾
っ
て

湯
ド
ウ
フ
や
お
で
ん
に
熱
澗
で
一
杯

な
ん
ぞ
左
党
冥
利
に
尽
き
る
と
い
う
訓

庭
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
気
楽
帥

に
飲
め
る
の
が
嬉
し
い
。
今
時
分
は
卯

い
よ
う
だ
。

ウ
イ
ス
キ
ー
も
あ
る
。
洋
酒
フ
ァ
ン

三
人
の
女
性
が
き
り
も
り
し
て
い
る

壷
３
３
１
１
９
１
７
１
）
が
あ
る
。

に
は
マ
マ
の
妹
が
や
っ
て
い
る
姉
妹

さ
く
で
話
し
上
手
な
マ
マ
を
は
じ
め

あ
る
立
杭
焼
き
か
ら
来
て
い
る
。
気

4
こ
の
店
は
、
何
よ
り
も
美
味
し
い
家

（
壷
３
５
１
１
６
０
１
０
）
が
あ
る
。

「
灘
」
（
壷
３
９
１
１
１
５
４
１
）

会
社
帰
り
に
軽
く
お
で
ん
で
一
杯
ノ

昼
食
時
に
は
安
く
て
お
い
し
く
、

さ
ん
プ
ラ
ザ
地
階
に
同
じ
形
式
の

「
立
杭
」
と
い
う
店
の
名
の
由
来

壷3 9 1 - 5 5 5 9 <さんちか店〉

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



細) 戒（霞
熊内町４丁目8 －１９

可

神戸の酒徒が出会う店
やき鳥・おでん・季節料理

髭'樵森孝
三宮ピル地下名食街

家
庭
的
な
た
た
ず
ま
い
で
気
軽
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
「
大
し
ま
」

に
は
、
御
家
族
連
れ
、
商
談
の
打
ち

合
わ
せ
、
麻
雀
な
ど
た
く
さ
ん
の
神

戸
っ
子
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
マ

マ
、
大
島
有
紀
子
さ
ん
の
人
柄
で
し

ょ
う
か
。
５

鍋
物
（
て
っ
ち
り
、
す
つ
ぼ
ん
、
“１

魚
ち
り
、
寄
せ
鍋
、
う
ど
ん
す
き
、
一

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
す
き
焼
な
ど
）
や
副

会
席
、
松
花
堂
、
幕
の
内
な
ど
ご
予
錘

算
に
応
じ
て
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。

座
敷
で
腰
を
落
ち
着
け
て
と
い
う
時

に
は
格
好
の
場
所
で
す
。

☆
な
お
、
「
大
し
ま
」
で
は
小
唄
、
お

茶
、
お
花
、
お
琴
の
各
教
室
を
開
催

中
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
当
店
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ノ

白
木
の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
黒
塗
り
の

テ
‐
ブ
ル
ー
と
粋
で
シ
ッ
ク
な
つ

く
り
。
こ
こ
で
花
隈
に
あ
る
本
店
と

同
じ
高
級
料
亭
の
味
が
手
軽
に
楽
し

め
る
。京

都
風
の
あ
っ
さ
り
と
し
た
味
付
喝

け
の
お
で
ん
や
焼
き
鳥
を
さ
か
な
に
津

ち
ょ
っ
と
一
杯
と
い
う
会
社
帰
り
の
昨

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
、
季
節
お
り
お
り
巧

の
新
鮮
な
材
料
を
使
っ
た
季
節
料
理
調

の
味
を
楽
し
む
家
族
連
れ
の
食
事
処
馴

と
し
て
好
評
。
２

ほ
か
に
さ
ん
プ
ラ
ザ
店
（
洲
１
８
壷

７
１
３
）
、
と
ん
か
つ
の
サ
ン
こ
う
べ

店
（
刑
１
６
０
３
５
）
、
会
席
・
か
も

鍋
、
魚
ち
り
な
ど
の
花
隈
割
烹
店

（
洲
１
８
０
１
７
）
と
が
あ
る
。
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砧Ｈ
Ｆ

ＦｚＨＥゾ

北
野
町
の
坂
道
を
上
っ
で
い
く
と

神
戸
の
夜
景
が
美
し
い
。
そ
の
静
け

さ
の
な
か
に
あ
る
「
東
府
家
」
は
、

豆
腐
を
材
料
に
し
た
料
理
が
味
わ
え

る
。寒

い
夜
、
お
酒
を
ち
び
り
ち
び
り

や
り
な
が
ら
、
湯
ど
う
ふ
を
、
ご
ま

ど
う
ふ
を
、
あ
げ
ど
う
ふ
を
、
と
い
棚

う
の
は
オ
ッ
な
も
の
。
し
か
も
そ
の
Ⅱ

酒
が
丹
波
の
地
酒
「
小
鼓
」
と
く
る
一

と
左
党
に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
。
剛２

落
ち
着
い
た
民
芸
風
の
つ
く
り
に
盃

何
と
な
く
置
い
て
あ
る
と
い
う
感
じ

の
味
わ
い
の
あ
る
陶
器
類
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
雰
囲
気
で
、
ゆ
っ
く
り
と

お
酒
を
味
わ
え
る
店
で
あ
る
。

お
酒
は
他
に
「
大
関
」
「
剣
菱
」
な

ど
。

『

灘の郷･ 酒どころ･ 味どころ
厨とうふ料理うなぎ

二 章東烏象
大丸前日東館北 生田区北野３

大
丸
前
、
日
東
館
北
に
あ
る
「
二

幸
」
は
、
落
ち
着
い
た
桧
造
り
に
改

装
さ
れ
、
毎
夜
楽
し
い
仲
間
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
陽
気
な
マ
マ
と
お
客

さ
ん
の
和
気
合
々
と
し
た
お
し
ゃ
べ

り
が
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

カ
ゥ
ン
タ
ー
に
落
ち
着
い
て
、
剣
帥

菱
、
淫
之
鶴
と
い
っ
た
灘
の
美
酒
に
鋪

升
を
傾
け
る
の
も
オ
ッ
な
も
の
。
｜

料
理
は
、
う
な
ぎ
、
和
風
ス
テ
ー
別

キ
、
そ
れ
に
材
料
を
吟
味
し
た
季
節
函

料
理
の
一
品
物
が
、
舌
つ
づ
み
を
打

つ
お
い
し
さ
。

小
じ
ん
ま
り
と
し
て
、
気
心
の
知

れ
た
仲
間
と
ゆ
っ
く
り
杯
を
か
わ
す

と
き
、
冬
の
夜
長
を
「
二
幸
」
で
お

く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

、

，鋳､”
'、′,静

蚕
毎
】

》

『
｛
〉

画句
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轟
口

ｒ
」

分

、／

謝申しあげま式岡頃の

一、
一 ノ

◆

、

lＵ

創恭明諭2 7 螺
制立則馴2 』1 雛
樹半金3 . 7 5 0 1 j円
溌愁品抑
和洋満剛･ ピル
f〔品鋤#鞘料
卵允

葺合センター －言百類諒塞産品 J 苦 ' 屋１

．瞬堂霧蕊画
本社“０神〆II1i鯉HIlX中111手沌ｌｊ,畷7畷地査lO78J321-O201(代）
本社輸送部喬【0 7 8 ) 3 2 1 - 0 2 0 1 ( 代〕葺合センタービル
垂水支店公( 0 7 8 1 7 0 6 - 1 4 9 5 ( 代）兵庫ビル壷( 0 7 8 ) 5 だ- 8 5 8 7 ( 代）
西宮支店壷( 0 7 鯛) 3 1 - 3 7 0 3 ( 叩布引寮毒‘0 7 8 ) 2 2 1 - : 1 3 7 1
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『

bと

伝 わる真どころ最高の風格

r両

一叫露［

荒冒－－－

Ｌ

英国製著名メーカー( 仕立券付) 1 2 万円より
英国製ドーメル社（仕立券付) 1 5 万円より

③柴田音吉洋服店
神戸・元町４丁目南T E L 3 4 1 - 0 6 9 3
大阪・高麗橋２丁目ＴＥＬ2 3 1 - 2 1 0 6

麓

割

画

』
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Ｆ

Ｓｐｒｉｎｇｈａｓｃｏｍｅ１フ / ンチェ春のコレク三

弾一簿零膨

需南１１塁跨函

ー

雲2３

産

蕊購
識『

一守症苧亨震
＝

ヨン

戸

■屍

、

美しい装い
ゆとりの‘時，

三宮で生れて三宮で育って6 0 年
時計／宝石／貴金属

神戸二宮時計店
センター街店
さんちか店
京町店

tｅｌ
ｔｅｌ
ｔｅｌ

3 3 1 - 3 6 9 1
3 9 1 - 4 6 6 3
3 2 1 - 1 2 6 7

■ファッションと宝飾のフテイ

フ|/シヲニエ
Ｑヱー皿EIU」『Fmm二ｍ

K O B E / 三宮さんﾌ ﾟ ﾗ サ2 F 麦3 9 1 - 3 7 9 6

大阪詣詣註3 白
三番街店０６( 3 7 2 ) 0 0 6 1
虹の街店０６( 2 1 3 ) 6 0 6 1
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』

/詑憲 春
を
運
ん
で
．
も
う
そ
こ
ま
で

が

軽
い
コ
ー
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
朝
は

風
愈
に
げ
な
い
季
節
の
変
化
に
敏
感
葱
オ
シ
ャ
レ
さ
ん

あ
な
た
に
だ
っ
た
ら
も
う
わ
か
っ
て
る
は
ず
で
す
ね

ツ
何
や
ら
心
華
や
ぐ
春
の
来
て
る
こ
と
が

ラ
そ
ん
な
日
か
ら
ス
プ
リ
ン
グ
コ
‐
ト
ー

ホ

本店ノトアロード/ 0 7 8 ( 3 3 1 ) 3 4 3 6
亭務ｾ ﾝ ﾀ ｰ 蕊合区琴緒町' 0 7 8 ( 2 4 1 ) 2 2 9 L 2
大甲店ﾉ078(871)27調

駕調::|測濡
宝塚店/0 7 9 7 ( 7 1 ) 5 0羽
阪急神戸店/ 0 7 8 ( 3 2 1 ) 3 5 2 1
心斎掘店/ 0 6 ( 2 4 5 ) 1 3 1 6
芦扇川店/ 0 7 9 7 ( 3 1 ) 8 1 9 3
宇都宮店/ 0 2 8 6 ( 3 5 ) 0 1 1 1
没谷店ﾉ 0 3 < 4 7 6 ) 1 6 5 0
大津店/０７７５<25)副０５ ノ

可

Ｉ

ズギャ

‐

蕊議霧議議議

婦人服飾とおしゃれ小物
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生田区三宮町1 丁目ニューセンタービル入口
ＴＥＬ（0 7 8）3 3 1 - 1 6 5 0

お届けする本物を愛する人の出逢う店です。

、

早春の神戸の街に新しいレディスショップが誕生
直輸入のユニークなファッションを

ノ、

設計施工／( 株) 春島組
兵庫区東山町１丁目２１
ＴＥＬ( 0 7 8 ）5 1 1 - 6 9 8 7

９４１

爾
Ⅱ一一一一 = －

L '

直室室三三＝室三三

『
一

鯛 蝋
■
■
＝

r 雪雪璽三＝

iii瀞 蕊
i塗豊罰緬 壷一雪

蝋 Ｗ
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物認

皿
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円

★
森
山
良
子

嘘
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
一
七
○
○
円

★
ス
イ
ン
グ
ル
Ⅲ

聖
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
二
三
○
○
円

７
日
（
月
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
三
○
○
○
円

★
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
（
邦
楽
）

昭
日
（
日
）
１
時
巧
分
神
戸
文
化
小

ホ
ー
ル
無
料

☆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ク
ラ
イ
ネ

型
日
官
○
６
時
半
県
民
小
劇
場

五
○
○
円

★
丸
山
圭
子
十
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド

八
音
楽
Ｖ

★
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

５
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五

○
○
円

指
揮
／
朝
比
奈
隆
独
奏
／
横
井
和
子

★
第
三
回
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

６
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
五
○
○
円

☆
弘
井
俊
雄
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

６
日
（
日
）
２
時
神
戸
ヤ
マ
ハ
５
Ｆ

一
○
○
○
円
（
友
の
会
・
八
○
○
円
）

★
太
田
裕
美

７
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

☆
森
哲
也

臣仇疋Ｉ

毎 国

バーニ

霞
§
驚
騰
§

☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
】

申

★
Ｏ
Ｕ
Ｈ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

バ
ー
ニ
ー
・
ケ
ッ
セ
ル
イ
ン
コ
ー
ベ
に

５
名
様
ご
招
待
／

２
月
犯
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

出
演
／
バ
ー
ー
ー
ー
・
ケ
ッ
セ
ル
（
ギ
タ
ー
）

田
村
翼
（
ピ
ア
ノ
）
福
井
五
十
雄
（
ペ

ー
ス
）
小
原
哲
次
郎
（
ド
ラ
ム
）

峰
純
子
（
ヴ
ォ
ー
カ
と

総
蝉
蘇
畿
匪
・
承
歯
．
窪
．
一

丸山圭子 森哲也

ウ
リ
０
５
０
０
．
Ⅱ
０
０
■
ｄ
２
Ｕ
０
■
９
０
６
日
■
、
■
Ｕ
０
ｐ
０
０
０
ｒ
０
０
０
・
０
日
４
．
０
１
．
０
０
０
８
０
０
４
．
Ｔ
ｌ
ｂ
０
ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
８
・
ｆ
Ｆ
Ｉ
０
２
１
１
８
日
日
・
１
０
■
９
９
９
０
０
０
８
９
０
０
０
０
．
０
０
．
０
１
●
０
０
１
１
０
“

露
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
六
○
○
円
Ｂ
・
二
三
○
○
円

Ｃ
・
一
九
○
○
円

☆
し
ま
だ
ゆ
う
こ

躯
日
（
金
）
６
時
半
明
石
市
民
会
館

一
般
・
’
三
○
○
円
学
生
・
八
○
○

円
☆
バ
ー
ニ
ー
・
ケ
ッ
セ
ル

鯛
日
（
月
）
６
時
半
報
巡
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
前
売
り
・
二
五
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

★
前
進
座

「
扇
野
」
「
雪
祭
五
人
三
番
皇
」
「
た

い
こ
も
ち
侍
」

９
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
三
○
○
○
円

出
演
／
中
村
翫
右
術
門
、
河
原
崎
国
太

郎
、
朝
丘
雪
路
ほ
か

☆
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇
「
ピ
ノ
キ
オ
」

ｍ
日
（
木
）
①
、
時
②
１
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
前
売
／
Ａ
・
一
三
○

○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円
Ｃ
・
七
○

○
円

★
俳
優
座
「
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
」

、
日
（
木
）
６
時
巧
分
ｎ
日
（
祝
）

１
時
半
狸
日
（
土
）
①
１
時
半
②

６
時
巧
分
週
日
（
日
）
１
時
半
型

日
（
月
）
６
時
通
分
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
労
演
／
一
九
○
○
円

作
／
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
出
／
勉
見

利
清
出
演
／
神
代
達
矢
、
加
藤
剛

★
第
三
回
市
民
演
劇
祭

Ⅳ
日
（
木
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
無
料

☆
劇
団
四
紀
会
「
吹
雪
の
う
た
」

詣
日
（
金
）
６
時
半
妬
日
（
土
）
①

２
時
半
②
６
時
半
県
民
小
劇
場

一
二
○
○
円

☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
笑
う
怪
人
二
十
面
相
」

妬
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
二
○
○
○
円
一
般
・
二
三
○

○
円

作
・
演
出
／
佐
藤
信
出
演
／
清
水
紘

治
、
斎
藤
晴
彦
、
殿
岡
ハ
ッ
ヱ
ほ
か

★
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
日
本
の
神
話
」

坊
日
（
土
）
３
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
前
売
・
四
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

★
市
民
映
画
劇
場
「
飛
べ
な
い
沈
黙
‐
一

２
日
（
水
）
１
５
日
（
土
）
６
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
四
五
○
円

☆
Ｋ
Ｆ
Ｃ
”
年
春
夏
作
品
発
表
会

哩
日
（
土
）
①
１
時
半
②
５
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
○
○
○
円

★
笑
福
亭
松
之
助

塑
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
民
音
／
’
○
○
○
円

☆
映
画
「
二
つ
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
」

野
日
（
日
）
ｍ
時
か
ら
五
回
上
映
神

戸
文
化
大
ホ
ー
ル
一
般
・
一
二
○
○

円
中
学
生
以
下
・
九
○
○
円

２
月

☆
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ

クロード・チアリ

雲
録

ラ引円ナタリーｃコール 関晴子 田村翼

零噸

Ｆ畷霜蕪穣覇騨謹蕊蕊

２
月
配
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル

前
売
り
券
。
二
五
○
○
円
を
一
割
引

★
関
晴
子
ピ
ア
ノ
緯
奏
曲
の
夕

３
月
蝿
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

ケッセル

仲代と加藤

Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
一
五
○
○
円
を

そ
れ
ぞ
れ
一
割
引
。

☆
ナ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ル

３
月
即
日
（
祝
）
３
時
半
神
戸
国
際

会
館

蕊塗

ｅ
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す
。

☆
丸
山
圭
子
十
プ
ッ
エ
ン
ド

ラ
プ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
月
叫
日
（
月
）
６
時
神
戸
国
際
会

館Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引
。

★
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｔ

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
レ
ー
モ
ン
・
ル
フ
ェ
ー
プ
ル
グ
ラ

ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

４
月
ｎ
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館Ｓ・

三
○
○
○
円
Ａ
・
二
七
○
○
円

Ｂ
・
二
四
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
神
戸

子
っ
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

９
１
０
１
竜
Ｉ
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初
め
て
外
国
チ
ー
ム
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
を
破
っ

と
き
に
度
胸
が
出
る
ん
で
す
わ
」

た
。
い
ま
も
関
西
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
会
長
そ
し

長
と
し
て
寄
付
集
め
に
も
主
役
を
つ
と
め
て
お

の
プ
レ
ー
、
目
立
た
ぬ
が
、
な
か
な
か
堅
実
だ
っ

少
し
で
も
名
の
知
れ
た
企
業
の
社
長
サ
ン
と
も
な
れ
ば
、
そ
こ

は
そ
れ
一
国
一
城
の
あ
る
じ
、
ど
な
た
さ
ま
も
強
烈
な
個
性
が
。
フ

ン
プ
ン
に
お
う
も
の
。
気
の
弱
い
？
当
方
な
ど
、
い
つ
も
気
押
さ

れ
が
ち
、
お
っ
か
な
ビ
ッ
ク
リ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
相
成
る
の
が

常
で
あ
る
。
で
、
社
長
業
四
十
余
年
、
神
戸
商
工
会
議
所
の
副
会

頭
と
し
て
も
三
代
の
会
頭
の
も
と
で
五
期
十
四
年
間
も
君
臨
し
た

財
界
の
巨
頭
と
も
な
れ
ば
、
さ
ぞ
か
し
…
…
と
及
び
腰
で
参
上
つ

か
ま
つ
っ
た
の
に
、
案
に
相
違
の
場
面
続
出
１
．

一
事
が
万
事
、
お
だ
や
か
な
の
で
あ
る
。
〃
私
が
今
日
あ
る
の

は
、
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
．
…
：
″
と
い
っ
た
調
子
で
「
春
の
海
、

ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
り
か
な
」
の
風
情
Ｉ
。

し
か
し
、
で
す
ね
え
。
十
四
年
も
副
会
頭
な
ら
商
工
会
議
所
の

運
営
は
、
思
い
の
ま
ま
で
し
ょ
う
。

Ｒ
や
い
や
。
会
員
の
方
、
い
い
人
が
そ
ろ
っ
て
お
ら
れ
て
、
い

つ
も
み
な
さ
ん
協
力
し
あ
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
え
。
私
な
ん
か
何

も
役
に
立
つ
こ
と
は
な
い
が
、
事
情
学
と
よ
う
知
っ
と
る
も
ん
が
お

れ
ば
便
利
は
便
利
で
す
か
ら
な
」

去
年
、
礎
蜂
仁
（
川
崎
重
工
業
）
氏
か
ら
外
島
健
吉
（
神
戸
製

鋼
所
）
氏
へ
と
会
頭
が
交
代
し
た
と
き
辞
意
を
表
明
し
た
が
、
結

局
ひ
き
と
め
ら
れ
た
。
大
番
頭
、
い
や
大
久
保
彦
左
術
門
い
よ
い

よ
健
在
と
い
う
と
こ
ろ
。

「
何
事
も
出
し
や
ば
る
意
志
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
な
。
ひ
と
さ
ま

が
い
ろ
い
ろ
考
え
た
あ
げ
く
〃
お
前
、
ど
う
や
″
と
聞
か
れ
た
ら

メ
ラ
ノ
ノ
米
田
定
蔵

’
一

と
決
断
が
出
る
ん

こ
と
は
、
ま
ァ
、

と
付
け
加
え
る
も

と
多
い
で
す
よ
」

口
人
間
模
様
〈
第
十
三
回
〉

穏
や
か
な
女
房
役
に
徹
す
る
／
玉
井
商
船
社
長

重
森玉
井
操

守
〈
元
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
長
〉
題
字
／
望
月
美
佐
ヵ

ゲ
ー
ム

技
術
は
た
い
し
た
こ
と
な
い
が
、
実
戦
に
な
る
と
、
こ
こ
と
い
う

と
い
っ
し
ょ
で
ネ

よ
り
知
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
旧
制
中
学
時
代
か

１１０
１

は
じ
め
て
口
を
出
す
と
い
う
主
義
で
す
わ
」

古
風
な
女
房
役
に
徹
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

字
引
き
″
判
断
は
的
確
で
し
ょ
う
な
。

「
私
は
ね
、
み
ん
な
が
悩
ん
で
る
と
き
に
バ
ツ

で
す
。
そ
れ
も
、
口
は
ぱ
つ
た
い
が
、
外
れ
た

な
い
。
〃
結
果
が
悪
け
れ
ば
、
責
任
も
つ
よ
″

ん
だ
か
ら
、
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
て
も
ら
う
こ

サ
ー
ス
ガ
。
や
は
り
〃
玉
井
会
議
所
″
だ
。

「
い
や
、
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
。
私
の
ゴ
ル
フ

ら
熱
中
し
、
早
稲
田
大
学
で
は
主
将
を
つ
と
め
た
。
国
際
試
合
で

そ
の
後
も
実
業
団
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
の
基
礎

に
地
味
で
し
た
な
あ
。
ま
ァ
、
大
学
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
、
ず
る

さ
が
自
然
に
身
に
つ
い
て
き
て
〃
あ
い
つ
に
は
気
ィ
つ
け
ろ
ょ
″

と
マ
ー
ク
さ
れ
て
き
ま
し
た
け
ど
ね
」

「
私
あ
、
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
な
ん
か
、
よ
』
う
せ

ゴ
ル
フ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
人
、
サ
ッ
カ
ー
で
は
企
業
活
動

も
と
も
と
〃
生
き

た
記
録
を
持
ち
、

を
つ
く
っ
た
り
し

て
後
援
会
の
副
会

ら
れ
る
。
ご
自
身

た
そ
う
で
す
ね
。

ん
男
で
ね
、
非
常
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ｌ

ｌｌｌ
ｌ

ら
ず
し
ら
ず
の
う
ち
に
覚
え
ま
す
か
ら
ね
え
。
私
自
身
だ
っ
て
、

勉
強
で
き
ん
、
人
前
で
話
も
で
き
ん
か
つ
た
の
が
、
お
か
げ
で
し

ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
い
ま
だ
っ
て
人
の
世
話
す
る
の
が

ち
っ
と
も
苦
に
な
ら
ん
で
す
も
の
」

遠
い
眼
、
郷
愁
に
も
似
た
生
暖
か
い
も
の
が
温
顔
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。
あ
あ
、
ス
ポ
ー
ツ
は
い
い
な
ぁ
。

兵
庫
の
生
ま
れ
、
い
ま
八
代
目
と
い
う
生
粋
の
神
戸
っ
子
だ
。

た
い

祖
父
母
は
「
明
石
で
と
れ
た
細
な
ん
か
を
水
槽
に
入
れ
、
西
国
街

道
を
つ
っ
走
っ
て
京
都
の
御
所
へ
納
め
て
い
た
」
と
い
う
〃
高
級

鮮
魚
商
″
だ
っ
た
そ
う
な
。

玉
井
商
船
な
る
会
社
は
昭
和
四
年
、
父
祖
の
周
吉
さ
ん
が
創
設
。

先
頭
に
は
立
た
ぬ
。
だ
が
、
コ
ツ
は
心
得
て
常
に
要
所
を
外
さ

ず
頼
り
甲
斐
の
あ
る
一
級
品
の
脇
役
…
…
、
財
界
活
動
と
全
く
一

緒
で
す
な
ぁ
。

「
い
や
、
会
議
所
の
方
は
、
自
然
に
そ
う
な
っ
た
と
い
う
だ
け
の

こ
と
で
…
…
」

ま
た
し
て
も
肩
透
し
。
ご
本
人
、
海
の
よ
う
な
微
笑
を
浮
か
べ

た
ま
ま
、
悠
然
と
、
お
だ
や
か
に
、
サ
ッ
カ
ー
礼
賛
論
を
ひ
と
く

さ
り
１
．

「
も
う
十
年
も
前
か
ら
小
、
中
学
生
の
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
開
い
と
る
ん
で
す
が
ね
え
、
こ
い
つ
は
子
ど
も
の
精
神
教
育
に

も
っ
て
こ
い
で
す
な
。
ル
ー
ル
は
守
る
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
身
に

つ
く
、
先
輩
へ
の
礼
儀
、
後
輩
に
対
す
る
愛
情
：
．
…
み
ん
な
、
し

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



本
人
は
そ
の
前
年
に
早
大
を
卒
業
し
た
が
、
当
時
は
社
会
的
に
も

三
流
で
し
か
な
か
っ
た
海
上
火
災
保
険
会
社
へ
勤
め
さ
せ
ら
れ

た
。

ひ
と

「
こ
ま
か
い
ゼ
ニ
勘
定
と
、
他
人
様
に
頭
さ
げ
る
こ
と
を
覚
え
て

こ
い
、
と
い
う
親
父
の
方
針
だ
っ
た
ん
で
す
が
ね
、
ほ
ん
と
に
そ

の
通
り
の
こ
と
が
身
に
つ
い
て
、
あ
と
で
非
常
に
役
に
立
ち
ま
し

た
ね
え
」

こ
こ
で
〃
修
行
″
し
て
い
る
う
ち
八
年
目
に
父
親
が
脳
い
っ
血

で
倒
れ
、
三
十
一
歳
の
若
さ
で
玉
井
商
船
の
社
長
に
Ｉ
。
〃
残

っ
て
い
た
も
の
と
い
え
ば
借
金
の
手
形
だ
け
″
と
い
う
状
態
だ
っ

た
ら
し
い
。

「
そ
れ
で
も
、
父
親
に
人
徳
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
な
あ
、
海
運

界
の
実
力
者
や
ら
船
成
金
の
人
た
ち
に
か
わ
い
が
ら
れ
ま
し
て
ね

え
、
ど
う
や
ら
こ
う
や
ら
歩
い
て
い
け
た
ん
で
す
よ
。
ほ
ん
と
に

私
ぐ
ら
い
親
の
七
光
り
を
利
用
し
た
も
ん
は
お
ら
ん
、
と
い
う
て

る
ん
で
す
」

事
実
そ
の
通
り
か
も
し
れ
な
い
が
〃
時
効
″
に
な
っ
た
い
ま
で

も
事
業
の
成
功
を
〃
親
の
お
か
げ
″
と
い
え
る
ひ
と
。
オ
レ
が
、

オ
レ
が
の
世
の
中
に
、
こ
れ
は
稀
少
価
値
だ
な
ぁ
。
敬
服
。

か
と
い
っ
て
、
い
ま
の
海
運
界
、
こ
れ
は
大
変
な
の
で
あ
る
。

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
も
い
え
そ
う
な
の
だ
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
船
舶
過
剰
、
完
全
雇
用
・
高
賃
金
の
悪

循
環
、
チ
ャ
ー
タ
ー
外
国
船
の
急
増
…
：
．
。
な
に
よ
り
も
、
自
前

の
船
の
ほ
と
ん
ど
が
銀
行
の
借
入
金
で
建
造
し
て
い
る
と
い
う
事

実
。「

事
業
と
し
て
は
一
番
弱
い
で
す
な
ぁ
。
宴
会
し
た
っ
て
、
戦
前

な
ら
末
席
に
い
た
銀
行
屋
が
い
ま
は
床
の
間
に
す
わ
る
。
こ
れ
は

オ
カ
シ
イ
で
す
よ
」

表
情
は
依
然
と
し
て
お
だ
や
か
な
が
ら
、
い
さ
さ
か
ボ
ル
テ
ー

ジ
は
上
が
り
気
味
。

「
日
本
は
船
が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
海
運

関
係
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
名
誉
を
感
じ
て
は
い
ま
す
が

ね
、
国
民
全
体
の
理
解
が
少
な
い
。
海
運
じ
ゃ
票
に
な
ら
ん
か
し

ら
ん
が
、
も
っ
と
国
を
あ
げ
て
や
っ
て
も
ら
わ
ん
と
…
…
」

２
１
１
１
１

ど
う
も
政
治
っ
て
｝
」
と
に
な
る
と
、
こ
の
温
厚
社
長
さ
え
ハ
ラ

に
す
え
か
ね
る
も
の
が
あ
る
ら
し
い
。

「
大
体
、
あ
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
騒
ぎ
は
何
で
す
か
。
飛
行
機
を
二
、

三
機
、
日
本
へ
売
る
と
い
う
商
行
為
に
付
随
し
た
行
為
に
過
ぎ

ん
。
あ
ん
な
こ
と
で
日
本
全
体
が
左
右
さ
れ
、
国
会
を
半
年
も
空

白
に
す
る
な
ん
て
、
日
本
人
の
あ
さ
は
か
さ
で
す
。
ア
メ
リ
カ
じ

ゃ
笑
っ
て
ま
す
よ
」

あ
っ
、
そ
う
だ
。
こ
の
ひ
と
も
や
っ
ぱ
り
財
界
人
。
う
っ
か
り

忘
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

「
経
済
が
動
か
な
き
ゃ
日
本
人
は
食
っ
て
い
け
な
い
の
に
、
こ
う

政
局
が
安
定
し
な
い
と
大
き
な
海
外
取
引
ひ
と
つ
で
き
ま
せ
ん
か

ら
ね
え
」

ロ
ッ
キ
ー
ド
は
そ
の
く
ら
い
に
し
て
、
神
戸
の
経
済
界
、
地
盤

沈
下
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
ん
で
す
が
…
…
。

「
う
－
む
。
一
大
発
展
の
モ
ト
に
な
る
新
空
港
を
大
阪
の
泉
南
沖

に
持
っ
て
い
か
れ
た
。
こ
れ
は
大
き
い
ね
え
。
い
ま
に
な
っ
て

〃
シ
モ
タ
″
と
思
っ
て
る
人
、
相
当
多
い
ん
や
な
い
で
す
か
」

た
し
か
当
時
は
商
工
会
議
所
の
新
空
港
特
別
委
員
長
と
し
て
反

対
派
の
攻
撃
を
受
け
ら
れ
た
は
ず
。
あ
の
こ
ろ
ボ
ク
ら
取
材
し
て

い
て
も
、
空
港
誘
致
派
の
声
が
小
さ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
ね
え
。

「
ハ
ァ
、
よ
く
押
し
か
け
ら
れ
ま
し
て
ね
え
、
私
は
〃
公
害
な
ん

や

か
出
な
い
。
お
ど
か
し
た
か
て
委
員
長
は
辞
め
ん
ぞ
″
と
い
っ
て

や
り
ま
し
た
が
ね
え
。
騒
音
が
な
い
と
い
う
証
拠
を
み
せ
ろ
と
い

わ
れ
て
困
り
ま
し
た
。
空
港
が
で
き
た
ら
三
十
万
人
は
人
口
が
ふ

え
る
と
か
、
世
界
中
の
人
が
直
接
こ
こ
へ
来
る
ん
だ
と
か
、
ど
う

も
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
（
利
点
）
ば
か
り
主
張
し
て
い
た
キ
ラ
イ

は
あ
り
ま
す
な
」

そ
の
う
ち
市
会
が
反
対
決
議
、
市
長
の
動
き
ま
で
雲
行
が
お
か

し
く
な
っ
て
き
た
…
…
。

「
う
－
む
。
こ
れ
は
選
挙
制
度
と
い
う
も
の
の
欠
陥
で
す
ね
え
。

福
祉
に
力
入
れ
る
、
老
人
ホ
ー
ム
建
て
る
、
緑
を
ふ
や
す
…
…
な

ん
て
い
つ
と
け
ば
当
選
す
る
。
そ
の
た
め
の
カ
ネ
が
ど
こ
か
ら
出

る
と
い
う
の
で
す
か
。
（
候
補
者
が
）
経
済
活
動
を
ど
う
す
る
な
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い
か
な
ん
て
気

り
ま
す
か
ら
ね

財
界
内
部
の

再
び
あ
の
平
衡

る
や
か
な
口
調

し
よ
』
フ
。

り
に
勉
強
は
し
て
ま

’
1１３
１

う
よ
う

し
て
い
か
れ
る
ん
で

て
も
私
ら
は
、
こ
う

ど
と
主
張
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
〃
大
企
業
の
手
先
″
と
批
判
を
受

け
る
世
の
中
や
。
選
挙
民
の
視
野
も
せ
ま
い
で
す
か
ら
ね
え
」

堂
々
た
る
商
工
会
議
所
的
論
理
／
や
は
り
根
っ
か
ら
の
財
界
人

で
す
ね
え
。

い
ま
の
政
治
の
あ
り
方
や
社
会
の
風
潮
に
ご
不
満
の
多
い
こ
と

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
（
が
、
別
の
サ
イ
ド
の
国
民
も
、
同
じ
よ

う
に
政
治
へ
の
不
満
を
持
っ
て
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
）

と
こ
ろ
で
神
戸
商
工
会
議
所
も
来
年
は
創
立
百
年
、
な
に
か
記

念
行
事
を
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
．
…
：
。

「
ど
う
も
ね
え
・
会
議
所
の
中
へ
入
っ
て
し
ま
う
と
、
金
利
が
い

い
か
ん
と
思
う
と
る

人
の
時
代
で
す
」

順
風
満
帆
、
多
少
の
曲
折
は
あ
っ
た
し
、
い
ま
の
世
に
思
う
こ

と
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
。
い
ま
や
〃
老
兵
は
死
な

ず
、
消
え
ゆ
く
の
み
″
の
心
境
な
の
だ
ろ
う
か
。

じ
ゃ
、
い
ま
何
が
一
番
ほ
し
い
で
す
か
。

「
（
即
座
に
）
な
ん
に
も
な
い
で
す
ね
え
。
み
ん
な
愉
快
に
仕
事

を
し
て
も
ら
え
ば
、
そ
れ
で
充
分
で
す
」

ひ
ね
も
す
の
た
り
の
春
の
海
が
顔
い
つ
ぱ
い
に
う
ね
っ
て
、
ほ

伊
言

の
ぽ
の
と
陽
炎
さ
え
見
え
た
。

もうお年ごろですからね、といわれるがスポーツで鍛えただけにまだまだお若い（社長室にて）

係
の
な
い
人
か

見
を
間
か
に
や

ず
、
カ
ド
を
立
て
ず
、
ま
あ
－
る
く

ま
あ
－
る
く
・
・
・
…
と
七
十
三
歳
の
温

顔
が
語
り
か
け
て
く
る
。

で
も
、
ご
自
身
の
会
社
の
方
は
、

一
：
い
や
（
キ
ッ

年
ご
ろ
で
す
か

は
チ
ャ
ン
と
考

私
も
そ
れ
な

ん
で
す
よ
。

そ
う
で
な
く

な
話
ば
っ
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
て
ね
。
も
っ
と
金
利
の
計
算
に
関

く
ら
、

ま
だ
ま
だ
君
臨

カ
オ
つ
ぶ
す
ん
や
な

が
ね
が
ず
い
ぶ
ん
あ

感
覚
に
富
ん
だ
、
ゆ

す
が
ね
、

い
え
ば
誰
か
の

賃
金
は
ど
う
な
る
い

も
う
感
覚
は
古
い
。
若
い

ら
ね
、
辞
め
る
時
期

え
て
ま
す
。

に
－
１
小
山
し
ゃ
ば
ら

」運
営
話
に
も
ど
る
と

ら
キ
タ
ン
の
な
い
意

パ
リ
と
）
も
う
、
お
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原
忠
明
神
戸
支
部
顧
問
の
音
頭

で
乾
杯
、
会
食
と
続
い
た
。

ま
た
、
再
選
さ
れ
た
土
井
た

か
子
衆
議
院
議
員
も
姿
を
見
せ

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
五
輪
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

道
永
宏
君
の
祝
賀
の
ひ
と
と
き

も
も
た
れ
た
。
約
百
人
が
集
っ

た
パ
ー
テ
ィ
ー
は
淀
勝
夫
神
戸

支
部
顧
問
の
閉
会
の
辞
で
幕
を

閉
じ
た
。

②
知
香
流
新
年
会
に

お
元
気
な
宗
家
も
加
っ
て

一
月
八
日
生
田
会
館
で
お
華

の
知
香
流
新
年
会
が
開
か
れ
、

今
年
は
、
宗
家
も
病
気
回
復
、

お
元
気
な
姿
で
メ
デ
タ
ク
開
か

れ
た
。
昨
年
は
、
い
け
ぱ
な
イ

昨
年
坦
月
、
日
、
「
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
（
北

野
町
）
に
て
同
志
社
校
友
会
神

戸
支
部
（
今
井
鎮
雄
支
部
長
）

の
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
中
村
友
一

本
部
常
任
理
事
・
神
戸
支
部
幹

事
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

今
井
支
部
長
の
挨
拶
、
巽
悟
朗

校
友
会
長
の
祝
辞
な
ど
の
後
、

が
漂
よ
っ
た
作
品
が
多
く
、
ア

モ
ー
レ
と
名
じ
た
小
品
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
身
辺
な
も
の
も

人
気
を
集
め
た
。
当
夜
は
、
長

島
市
民
局
長
、
武
術
神
戸
市
教

育
長
、
松
井
神
戸
新
聞
出
版
セ

ン
タ
ー
常
務
、
森
本
神
戸
地
下

街
Ｋ
Ｋ
常
務
さ
ん
、
山
本
芳
樹

さ
ん
ら
に
、
東
京
か
ら
神
戸
取

材
で
立
寄
っ
た
レ
モ
ン
ち
ゃ
ん

こ
と
落
合
恵
子
さ
ん
も
加
っ
て

の
な
ご
や
か
な
一
刻
だ
っ
た
。

５
－
１
１
１

●
同
志
社
校
友
会
神
戸
支
部

ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

セントジヨージでの同志社交友会神戸支部のパーティ風景

‘‘鳥と女，’シリーズで新谷英子さん

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
ホ
テ

ル
オ
ー
タ
ニ
で
、
イ
ン
ド
へ
の

花
の
親
善
や
、
知
香
流
の
カ
ラ

ー
プ
ッ
ク
ス
の
出
版
な
ど
、
家

元
香
梅
師
を
中
心
に
充
実
し
た

活
躍
ぶ
り
。
ゲ
ス
ト
の
中
井
一

夫
さ
ん
と
知
香
流
師
範
の
橋
本

さ
ん
が
米
寿
の
お
祝
い
を
う
け

る
な
ど
、
老
い
て
ま
す
ま
す
さ

か
ん
な
と
こ
ろ
を
ご
披
露
。
砂

田
重
民
夫
人
、
金
井
元
彦
夫

人
、
荒
尾
親
成
、
佐
野
神
戸
新

聞
事
業
局
長
、
福
田
義
文
氏
ら

イ
ン
ド
の
ギ
ド
ア
さ
ん
も
加
っ

た
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

新
年
会
だ
っ
た
。

ｅ
新
谷
英
子
さ
ん
の
〃
烏
と
女
″

神
戸
時
代
で

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
の
オ
ー
ロ

ラ
の
像
に
続
い
て
、
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
東
の
庭
園
に
十
二
月
十

三
日
に
神
戸
婦
人
団
体
協
議
会

の
機
関
誌
〃
灯
と
も
し
び
〃
の

三
○
○
号
記
念
に
、
〃
灯
の
像

へ
婦
人
像
″
を
彫
塑
し
た
女
流

彫
刻
家
の
新
谷
英
子
さ
ん
が
、

十
二
月
十
五
日
か
ら
一
月
十
日

ま
で
、
サ
ロ
ン
＆
ぎ
ゃ
る
り
－

神
戸
時
代
で
、
〃
烏
と
女
″
シ

リ
ー
ズ
の
デ
ッ
サ
ン
と
彫
刻
展

が
開
か
れ
た
。

デ
ッ
サ
ン
や
彫
刻
は
〃
烏
と

女
″
を
テ
ー
マ
に
最
近
女
ら
し

さ
を
増
し
た
英
子
さ
ん
の
情
感

レモンちゃんも加って

IＲｄ

お元気な知香流宗家（右）も今年は出席
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◆

◆睦

→

訪
中
シ
リ
ー
ズ
〈
５
〉
〃
ぞ
う
〃
と
〃
し
ふ
ぞ
う
〃

雀
歎
吻
翻
例
督
届
記
ｉ
Ⅲ
ｌ
墓
符
ム
ル
〃
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ぞ
う
は
今
、
イ
ン
ド
か
ら
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
ス
マ
ト

ラ
、
北
ボ
ル
ネ
オ
に
分
布
す
る
イ
ン
ド
ゾ
ウ
（
別
名
ア
ジ
ァ
ゾ

ウ
）
と
ア
フ
リ
カ
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
生
き
物
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
ぞ

う
の
二
種
類
が
生
存
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
。

「
な
の
に
ま
だ
別
の
ぞ
う
が
い
る
と
い
う
の
亀
井
先
生
、
ボ
ク
は

そ
ん
な
の
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
〃
シ
フ
ゾ
ウ
″
と
い
う
ぞ

う
が
王
子
動
物
園
に
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
で
す
か
。

ほ
ん
と
う
な
ら
ど
ん
な
ぞ
う
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
」

全
国
子
供
電
話
相
談
室
（
関
西
地
方
で
は
ラ
ジ
オ
関
西
）
動
物

担
当
、
チ
ン
パ
ン
博
士
こ
と
私
に
小
学
五
年
男
子
か
ら
の
質
問
電

話
。「

あ
の
ね
、
実
は
し
ふ
ぞ
う
と
よ
ぶ
動
物
は
ま
ち
が
い
な
く
お
り

ま
す
。
で
も
そ
れ
は
ぞ
う
で
は
な
い
の
で
す
よ
。
英
名
で
は
ダ
ピ
ッ

ト
シ
カ
と
よ
ば
れ
る
中
国
原
産
の
大
き
な
シ
カ
の
一
種
で
す
が
、

こ
の
シ
カ
は
大
変
め
ず
ら
し
い
姿
や
型
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
中

国
名
で
は
次
の
よ
う
な
四
つ
の
不
思
議
な
像
を
も
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
四
不
像
（
し
ふ
ぞ
う
）
と
名
で
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」

さ
て
そ
の
四
つ
の
不
思
議
像
に
も
諸
説
あ
る
も
の
の
一
般
的
に

は
こ
う
で
あ
る
。

。
先
ず
角
は
シ
カ
に
似
る
も
シ
カ
に
あ
ら
ず
と
い
う
「
ひ
と
つ
の

不
思
議
像
」

・
ふ
た
つ
め
、
ひ
づ
め
が
ウ
シ
に
似
る
も
ウ
シ
に
あ
ら
ず
と
「
ふ

た
つ
の
不
思
議
像
」

・
三
つ
め
、
頭
は
ウ
マ
に
似
る
も
ウ
マ
に
あ
ら
ず
と
「
三
つ
の
不

思
議
像
」

・
そ
し
て
四
つ
め
が
尾
は
ロ
バ
に
似
る
も
ロ
バ
に
あ
ら
ず
。
つ
ま

り
、
四
つ
の
不
思
議
像
。
こ
れ
を
短
く
和
名
読
み
す
れ
ば
〃
し

ふ
ぞ
う
″
と
な
っ
た
。
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
四
つ
の
不
思
議
中
、
ひ
づ
め
と
頭
と
尾
、
に
つ

い
て
は
シ
カ
科
に
入
る
以
上
似
て
い
よ
う
が
本
物
と
ち
が
っ
て
当

り
前
の
こ
と
。

だ
が
、
角
が
シ
カ
科
で
あ
り
な
が
ら
シ
カ
に
あ
ら
ず
と
言
う
の

が
飼
育
す
る
我
点
に
と
っ
て
は
見
逃
せ
な
い
興
味
の
一
点
で
あ
っ

た
。

メ
ス
に
は
な
く
オ
ス
は
巨
大
な
枝
角
を
も
ち
、
毎
年
一
回
落
角

し
再
生
す
る
点
な
ど
シ
カ
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
仔
細
に
見

れ
ば
何
ら
か
の
差
異
が
や
は
り
あ
っ
た
。

〔
生
え
か
わ
る
角
〕

例
え
ば
、
角
座
か
ら
ぼ
ろ
り
と
落
ち
て
し
ま
う
落
角
の
時
期
が

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
五
’
六
月
に
対
し
、
こ
の
シ
フ
ゾ
ウ
は
六
カ
月
も

遅
く
冬
の
さ
な
か
十
二
月
’
一
月
初
旬
に
か
け
て
巨
大
な
角
が
落

ち
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
じ
シ
フ
ゾ
ウ
で
も
、
多
摩
と
神
戸
と
で
さ

え
約
一
週
間
神
戸
が
遅
い
と
い
う
差
異
が
あ
る
こ
と
も
解
っ
た
。

と
こ
ろ
で
シ
カ
の
ツ
ノ
再
生
周
期
と
繁
殖
と
に
深
い
関
係
が
あ

る
こ
と
も
知
っ
て
頂
こ
う
。

毎
年
十
月
に
行
わ
れ
る
奈
良
の
神
事
シ
カ
の
ツ
ノ
切
り
祭
り
が

ま
た
そ
う
で
、
五
’
六
月
頃
落
ち
た
あ
と
か
ら
新
し
い
ツ
ノ
の
再

生
が
は
じ
ま
り
、
ま
る
で
布
切
れ
で
包
ま
れ
た
袋
角
が
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
生
長
し
続
け
、
九
月
末
、
あ
れ
ほ
ど
大
切
に
し
て
い
た

袋
角
を
お
し
げ
も
な
く
傷
つ
け
ツ
ノ
を
研
ぎ
は
じ
め
た
ら
シ
カ
の

発
情
期
で
あ
る
。
鋭
く
と
が
っ
た
巨
大
な
角
を
誇
ら
し
げ
に
ふ
り

か
ざ
し
、
時
に
は
岩
場
や
高
台
に
立
っ
て
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
と
シ
カ

笛
を
耳
に
し
だ
せ
ば
も
う
う
か
つ
に
近
寄
れ
な
く
な
る
。
荒
々
し

い
オ
ス
仲
間
同
士
の
争
い
、
人
に
対
し
て
も
攻
撃
を
か
け
て
く

る
。
そ
の
刺
傷
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
人
為
的
に
ツ
ノ
を
切
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

〔
逆
さ
角
〕

さ
て
、
ど
う
シ
カ
の
角
と
ち
が
う
か
、
再
生
サ
イ
ク
ル
を
観
察

す
る
う
ち
ふ
と
気
づ
い
た
の
が
枝
角
の
型
だ
っ
た
。
シ
カ
科
の
ほ

と
ん
ど
が
幹
角
か
ら
前
方
に
枝
角
が
生
え
る
の
が
基
本
型
だ
。
と

こ
ろ
が
シ
フ
ゾ
ウ
は
全
く
逆
に
後
ろ
向
き
に
枝
角
が
生
え
て
く
る

の
で
あ
る
。
も
し
同
じ
体
格
の
相
手
と
戦
っ
た
場
合
、
明
ら
か
に

前
方
へ
の
び
た
角
が
有
利
で
、
後
ろ
向
き
角
の
シ
フ
ゾ
ゥ
は
、
よ

ほ
ど
頭
を
下
向
き
に
か
ま
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
つ
そ
う
で

あ
っ
た
の
か
、
飼
育
下
時
折
り
我
々
に
角
の
攻
撃
を
か
け
て
く
る

が
他
の
シ
カ
と
ち
が
い
、
前
足
を
折
り
ま
げ
ま
こ
と
に
低
く
身
が

ま
え
〃
お
ど
し
″
て
く
る
。
こ
う
し
た
行
動
が
ま
た
シ
フ
ゾ
ウ
の

も
つ
不
思
議
さ
で
あ
っ
た
の
だ
。

１
１１７
１
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再
生
中
の
袋
角
（
３
月
上
旬
）

〔
絶
滅
、
を
救
う
〕

か
ら
だ
は
エ
ゾ
シ
カ
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
く
肩
高
一
・
五
四

メ
ー
ト
ル
、
体
色
は
冬
に
灰
カ
ツ
色
、
そ
れ
に
肩
の
当
り
に
美
し

ま
新
し
い
角
に
な
っ
た
（
７
月
）

い
渦
状
毛
を
も
っ
て
い
る
。

慶
応
元
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師
で
動
物
学
者
で
も
あ
っ
た
ダ

ピ
ッ
ト
神
父
が
、
中
国
、
北
京
の
南
苑
に
見
ら
れ
な
い
シ
カ
が
飼

育
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
そ
れ
が
シ
フ
ゾ
ウ
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
と
き
、
す
で
に
野
生
の
も
の
は
絶
滅
し
て
い
た
と
い
わ

れ
、
そ
の
保
誰
飼
育
さ
れ
て
い
た
シ
フ
ゾ
ウ
も
洪
水
や
義
和
団
事

件
な
ど
で
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
幸
い
に
も
イ
ギ
リ
ス

の
ロ
ン
ド
ン
郊
外
ウ
オ
バ
ー
ン
公
園
で
増
殖
に
成
功
し
地
球
上
か

ら
の
絶
滅
を
救
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
へ
は
明
治
二
十
一
年
、
ひ
と
つ
が
い
が
上
野
動
物
園
に
到

着
し
て
二
回
繁
殖
し
た
が
し
ば
ら
く
し
て
死
亡
。
そ
の
剥
製
の
一

部
が
国
立
科
学
博
物
館
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
昭
和
三
十
八
年

多
摩
動
物
公
園
に
ス
イ
ス
バ
ー
ゼ
ル
動
物
園
か
ら
オ
ス
一
頭
が
送

ら
れ
て
以
来
、
現
在
全
国
で
多
摩
二
頭
。
熊
本
動
物
園
二
頭
。
神

戸
一
頭
。
の
計
五
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

〔
日
本
に
も
い
た
シ
フ
ゾ
ゥ
の
化
石
〕

と
こ
ろ
で
洪
積
世
の
頃
に
は
日
本
に
も
シ
フ
ゾ
ウ
の
い
た
こ
と

を
示
す
化
石
が
、
千
葉
県
や
兵
庫
県
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
知

っ
て
頂
き
た
い
。
そ
の
ひ
と
つ
、
明
石
市
の
林
崎
か
ら
江
井
が
島

海
水
浴
場
一
帯
の
波
う
ち
ぎ
わ
か
ら
、
第
三
紀
末
（
一
三
○
万
年

前
）
ｌ
第
四
紀
洪
積
世
に
か
け
て
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
、
シ

フ
ゾ
ウ
の
特
徴
あ
る
足
跡
の
化
石
が
出
土
し
て
お
り
そ
の
標
本
や

石
膏
模
型
が
明
石
高
校
で
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ウ
オ
バ
ー
ン
公
園
か
ら
そ
の
後
世
界
各
地

の
動
物
園
へ
送
り
だ
さ
れ
、
シ
フ
ゾ
ウ
は
大
切
に
保
護
さ
れ
、
現

在
も
野
生
で
は
い
な
い
も
の
の
六
○
○
頭
近
く
に
も
ふ
え
、
シ
フ

ゾ
ウ
は
ま
さ
に
人
類
が
救
っ
た
幻
の
動
物
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
中
国
動
物
園
で
さ
え
見
ら
れ
な
い
。
昨
年
八

月
訪
中
し
た
私
自
身
も
、
各
地
動
物
園
を
視
察
し
た
が
北
京
動
物

園
で
僅
か
に
オ
ス
一
頭
見
か
け
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

み
な
さ
ん
、
こ
こ
ま
で
記
せ
ば
「
な
ん
や
ノ
．
ぞ
う
と
い
っ
て

も
シ
カ
じ
ゃ
な
い
の
／
・
」
な
ど
お
し
っ
や
ら
ず
、
関
西
で
は
我
が

王
子
動
物
園
に
し
か
い
な
い
こ
の
珍
獣
〃
し
ふ
ぞ
う
″
を
、
一
度

は
ご
ら
ん
頂
き
た
い
の
で
あ
る
。
八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ
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シャツひとすじ。

４m
大和屋シャツが、
1 0 0 年を迎えました。

'77春夏新柄コレクション
国際会館５Ｆ( Ａ室）

Simonnotgodardetc

紳士シャツの店

大和屋シャツ
園国際店☆カスタムシヤツのアトリエ
神戸国際会館1階TE L 2 5 I - 0 2 2 0 A M l O時・ｐＭ７時
ロ三富店＊紳士シャツ専門店
ｾﾝﾀｰプﾗFザ１階TE1331-6956AMlO涛一ＰＭ８鰐

お
申
込
み
は
月
刊
刊
神
戸
っ
子
」
編
集
部
ま
で
。

神
戸
市
生
田
区
東
町
一
一
一
一
一
の
一
大
神
ビ
ル
七
階
雷
（
一
一
一
一
一
二
）
一
一
二
四
六

振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

橋
本
明
着
、
社
団
法
人
家
庭
養
磯
促
進
協
会
事
務
局
長
Ｖ

●

八
カ
ラ
ー
八
ペ
ー
ジ
、
本
文
一
一
一
一
○
ペ
ー
ジ
、
定
価
》
（
〉
○
○
円
Ｖ
送
料
一
一
○
○
円

⑲
福
祉
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
あ
な
た
も
一
冊
ど
う
ぞ
／

欧
米
の
心
身
障
害
者
を
訪
ね
て

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


